数学科学習指導案

平成18年6月13日（火）第5校時

2年1組

数Ⅱ（集 会 室）　指導者　　　　　
授業の視点
	連立方程式の割合問題を立式する際に立式するための順序や表が書かれたワークシートを用いることは、苦手意識をもった生徒にも抵抗感なく立式させることに有効であったか。


１．題材名　　連立方程式
２．考察

（１）　学習指導要領に置ける位置

本題材は、中学校学習指導要領数学第2学年

目標（１）文字を用いた式について、目的に応じて計算したり変形したりする能力を伸ばすとともに、連立2元1次方程式について理解し、それを用いる能力を養う。
内容Ａ（２）連立2元1次方程式について理解し、それを用いることができるようにする。

　　ア　2元1次方程式とその解の意味を理解すること。

　　イ　連立2元1次方程式とその解の意味を理解し、簡単な連立2元1次方程式を解くことができ、それを利用できること。

（２）　生徒の実態
数Ⅱコース（２年１組）[男子１１名、女子１０名、合計２１名]
【関心・意欲・態度】

比較的習熟度の高い生徒の集まりで、話を聞こうとする姿勢はよく、課題に対してよく取り組み、学習意欲も高い。文章を立式する場面でも一生懸命解こうとする姿がうかがえる。
【見方・考え方】

「値段についての合わせて問題」で立式できた生徒は10人であった。そのうち、連立方程式で立式した生徒は9人、1元1次方程式を利用した生徒は1人であった。何を文字におたらよいのかをきちんと把握している生徒は17人であった。
【表現・処理】

分数係数がある連立方程式を解く問題で、分数係数を整数係数に直して、正解を得られた生徒は９人であった。分数係数を整数係数に直す過程で間違えた生徒が１名、移項を間違えた生徒が２名であった。
【知識・理解】

「100円の5％はいくらでしょう。」で5円と正答が得られた生徒は10人、「35人の40％は何人でしょう。」で、14人と正答が得られた生徒は９人であった。約半数が割合について理解していると考えられる。
（３）　教材観
本題材で生徒が学習する内容は、①連立方程式とその解、②連立方程式の解き方、③いろいろな連立方程式、④連立方程式の利用である。
①では2元1次方程式が文字2つの方程式であることを知り、その2元1次方程式を2つ縦に並べて書き、それが連立方程式であることを知る。そして、連立方程式の解は文字に制限を加えなければ無限に存在することを簡単な連立方程式から知るようにしたい。②では加減法と代入法の2つの方法を学び、「文字を1つ消去して、1元1次方程式に直して解く」という考え方を文字の部分を○や●を用いて身に付けさせる。③ではいろいろな形の連立方程式があることを理解させ、具体的な問題を用いて、係数が分数や小数のままでは間違いやすいことに気づかせながら解けるようにする。④では文章の中から数量の間の関係を連立方程式で表すことができるようにする。また、1元1次方程式を用いて解けるが、連立方程式を用いたほうが数量の関係がより分かりやすくなることに気づかせたい。そのためにワークシートを使い、連立方程式を用いて問題を解くときの手順を理解し、身近な問題を解くことができるようにする。
以上のことから、2元1次方程式の意味や解法を導くことを通して、数量的な関係を一般的、能率的に考察し、処理する能力を伸ばしながら、連立方程式についての理解を深めることができる。また、この教材は、文字を用いることによって、日常の諸問題を簡潔に式に表すことができ、それを解くことによって問題が解決するよさや代数的な処理に関する能力を育てるのに適している。さらに、連立方程式を用いて問題を解決することから1元1次方程式を用いるより、連立方程式を用いたほうが解けやすくなることが多く、2元1次方程式を活用していこうとする意欲や態度を養うことができると考え、本題材を設定した。

（４）　教材の系統
小学校において、加法と減法、乗法と除法の相互関係の理解を深める学習を通して、それが逆の演算であることを知り、求めるものを□などで表し、演算の考え方を用いて□にあてはまる数を求めることを学んでいる。また、中学校においては前章で、文字を用いて関係を式で表すことや1次式の加法・減法を学習している。また、1年生の時に1次方程式を学んできた。
本題材の学習後、第3学年で1元2次方程式を発展的に学習していく。

	＜小学校＞
	＜第1学年＞
	＜第2学年＞
	＜第3学年＞

	求めるものを□で表し、逆算の考え方を用いて□にあてはめる数を求める。
	2章　文字と式
・数量を文字の式で表すこと
・式の計算

↓

3章　1次方程式
・方程式とは
・1次方程式の解き方
・1次方程式の応用


	2章　連立方程式
1節　連立方程式
１．連立方程式とその解
２．連立方程式の解き方
３．いろいろな連立方程式

2節　連立方程式の利用
１．連立方程式の利用


	3章　2次方程式
・2次方程式
・2次方程式の利用




３．目標

【関心・意欲・態度】

・連立方程式の使うよさを知り、進んで問題解決に活用しようとする態度を養う。

【見方や考え方】

・1次方程式より連立方程式の方が手際よく解く方法であることに気が付く。
【表現・処理】

・数量を関連づけて連立方程式で表現したり、代入法や加減法を利用して連立方程式の解を求めることができるようにする。

【知識・理解】

・連立方程式、連立方程式の解、代入法、加減法について理解できたり、文章から連立方程式を立式できるようにする。

４．評価規準

【関心・意欲・態度】

・連立2元1次方程式の解き方など、数学的活動の楽しさや数学的に考えることのよさに気付き、意欲的に問題の解決に活用しようとする。
【見方や考え方】
・連立2元1次方程式についての基礎的な知識の習得や活用を通して、数学的な見方や考え方を身に付け、事象を見通しをもち論理的に考察することができる
【表現・処理】

・数量の関係を連立2元1次方程式に表しこれを解いたりするとともに、その手順を説明することができる。
【知識・理解】

・連立2元1次方程式及びその解の意味などを理解している。
５．指導方針

・考える時間を十分にとり、式を立てたり、答を出したりする喜びを味わわせたい。

・本時の学習内容を把握させるとともに、学習ポイントが明確になるようにするために、プリントを用いて、学習内容の定着を図る。
・答を求めることも大事だが、何かの数量を文字で表すことや、解の意味を考えることなど、答を求めるまでの過程を大切にさせるよう工夫する。

・割合の計算は間違いやすく、理解できていない生徒が多いので、最初に「30人の10%は何人でしょうか」などの復習から入り、割合について抵抗感を少なくするように工夫する。
・早く解けた生徒には、近くの生徒同士で相互学習するようにうながす。
・できるだけなじみのある具体的なものを用いて学習課題を設定し、生徒の学習意欲を高める。

・何を文字で置いたのかをきちんと書かせる。

・立式しやすくするために、図に描いたり、表でまとめたり、言葉による式を用いる。

・連立方程式の解が、問題にあうかどうか確かめる必要性に気付かせるとともに、単位を忘れないように指導する。
６．指導計画（連立方程式　全11時間）

	節
	項
	時数
	学習内容
	用語・記号

	１．連立方程式（6時間）
	とびら
	１
	・バスケットボールの試合で、1人のあげた得点から、3点シュート、2点シュートの本数を考えること
	

	
	１．連立方程式とその解
	
	・2元1次方程式の意味

・2元1次方程式を成り立たせる値の組

・連立方程式の意味

・連立方程式の解とそれを解くことの意味
	2元1次方程式、連立方程式、（連立方程式の）解、（連立方程式を）解く

	
	２．連立方程式の解き方
	３
	・連立方程式の解き方の原理

・加減法の意味

・消去の意味

・加減法で連立方程式を解くこと

・代入法で連立方程式を解くこと

・連立方程式を適当な方法で解くこと
	消去する、加減法、代入法

	
	数学のまど
	／
	「バナナ1ふさとつり合うのは？」
	

	
	３．いろいろな連立方程式
	１
	・かっこをふくむ連立方程式を解くこと

・分数係数をもつ連立方程式を解くこと

・小数係数をもつ連立方程式を解くこと
	

	
	基本の問題
	１
	
	

	２．連立方程式の利用（4時間）
	１．連立方程式の利用
	３
（本時3／3時間目）
	・具体的な問題を連立方程式を用いて解くときの考え方の手順

・速さの問題を連立方程式を用いて考えることとその立式における考え方

・割合の問題を連立方程式を用いて考えることとその立式における考え方
	

	
	基本問題
	１
	
	

	
	数学のまど
	／
	「鶴亀算」
	

	章の問題Ａ
	１
	
	

	章の問題Ｂ
	／
	
	

	調べてみよう！考えてみよう！
	／
	
	

	数学のまど
	／
	「食塩水の濃さ」
	

	発展
	（１）
	「Ａ＝Ｂ＝Ｃの形をした連立方程式」
	

	おもしろ問題
	／
	「さっさ立て」
	


補充と発展
	いろいろな問題（発展）
	（２）
	「文字が3つある方程式」（教科書ｐ．170～173）

	補充問題
	
	「連立方程式を解く練習をしよう」（教科書ｐ．195）


７．本時の学習
「数Ⅱコース」
（1）ねらい

・数量の間の関係を連立方程式で表すことができる。

・連立方程式を使って問題を解くときの手順を理解し、連立方程式を利用して身近な問題を解くことができる。

（2）準備

教科書、ノート、プリント

（3）展開

	学習活動
	時間
	学習支援の手だて(留意点)
	評価項目(評価方法)

	◎割合について確認する。
(1)30人の10%は？

(2)x人の10%は？

(3)30人のy%は？


	8
	○割合の計算のやりかたを理解していないといけないので、3問の簡単な割合の計算を考えさせ、割合について理解しているかどうかを確認する。
○全ての生徒が割合について理解できるよう一斉指導で、丁寧に説明し、抵抗感が少なくなるようにする。
	

	・例題１を読み、問題を解く。
	
	○大きな声で問題を読ませる。
	

	例題１

ある中学校2年生の人数は男女合わせて130人です。そのうち、男子の15％と女子の
10％はボランティア活動に参加したことがあり、その人数は16人です。2年生の男子、女子それぞれの人数を求めなさい。



	・どの数量を文字としておくかを考える。
・表を使い、数量関係を把握する。
・連立方程式を作る。
・連立方程式を解く。
・答あわせをする。

・問題１を読み、問題を解く
	10
	○どの数量を文字としておくのか考えさせる。
○割合の計算の復習から%を分数に直すように助言する。
○連立方程式を作らせる

○連立方程式を解かせる。

○机間指導で手が動いていない生徒に助言する。
○生徒の様子を確認して、意図的指名により、答を板書させ、答を確認する。
	

	問題１

バレーボールとサッカーボールを1個ずつ買いました。定価の合計は5500円でしたが、バレーボールは定価の90%で、サッカーボールは定価の80％で売っていたので、代金の合計は4600円でした。バレーボールとサッカーボールの定価はそれぞれいくらですか。



	・問題１の答え合わせをする。
	15
	○3段階の立式の手順を参考にするよう助言する。

○机間巡視で手の止まっている生徒にどこがわからないのか聞き、個に応じた助言をする。

○できた生徒はわからない生徒に助言するようにうながす。
○生徒の様子を確認して、意図的指名により、答を板書させ、答を確認する。
	・連立方程式を作ることができる。(ノート)

	練習問題を解く。
・分数で表された割合問題と食塩の濃度に関するチャレンジ問題を解く。
	15
	○例題と同様に立式すれば問題が解決することを伝える。
○机間巡視で手の止まっている生徒には個に応じた助言をする
○できた生徒はチャレンジ問題に挑戦するようにうながす。

○生徒の様子を確認して意図的指名により答を板書させ、答え合わせをする。
	・連立方程式を使って解くことができる。（ノート）

	５．本時のまとめをする。
	2
	○割合の問題は表などを有効に使うと求めやすくなることを確認する。
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